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本
書
は
、
そ
の
「
江
戸
時
代
の
神
社
」
と
い
う
標
題
が
表
す
よ
う
に
、

江
戸
幕
府
の
統
制
の
も
と
で
、
神
社
や
神
道
、
宮
中
祭
祀
が
ど
の
よ
う
に

存
在
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
目
的
で
、
高
埜
利
彦

氏
に
よ
り
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
山
川
出
版
社
の
刊
行
す
る
「
日
本

史
リ
ブ
レ
ッ
ト
」の
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
と
し
て
、研
究
書
の
形
で
は
な
く
、

一
般
に
向
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

著
者
の
高
埜
利
彦
氏
（
学
習
院
大
学
名
誉
教
授
）
は
日
本
近
世
史
を
専

門
と
し
、
江
戸
時
代
の
幕
府
と
天
皇
・
朝
廷
の
関
係
を
は
じ
め
、
同
時
代

の
神
社
と
神
職
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
で
知
ら
れ
る
。
特
に
、
神
社
研

究
に
於
い
て
は
、
幕
藩
体
制
下
の
近
世
国
家
の
中
に
宗
教
を
位
置
付
け
て

論
じ
、
近
世
の
奉
幣
使
の
役
割
や
様
相
を
論
究
さ
れ
、
さ
ら
に
幕
藩
権
力

に
よ
る
宗
教
者
の
統
制
・
編
成
と
し
て
、
朝
廷
の
公
家
や
大
寺
社
が
「
本

所
」（
寺
院
・
修
験
者
に
つ
い
て
は
「
本
山
」）
と
な
り
、
神
職
や
僧
侶
、

修
験
者
や
陰
陽
師
ほ
か
の
宗
教
者
へ
の
官
位
の
執
奏
や
免
許
状
の
付
与
を

通
じ
て
、
組
織
化
を
は
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
（『
近
世
日
本
の
国

家
権
力
と
宗
教
』
東
京
大
学
出
版
会
、
平
成
元
年
五
月
）。

　

ま
た
近
年
で
は
、
天
皇
・
朝
廷
と
神
道
・
仏
教
を
は
じ
め
と
し
た
宗
教

お
よ
び
思
想
と
の
関
係
や
、
江
戸
幕
府
に
よ
る
天
皇
・
朝
廷
政
策
に
み
た

祭
祀
儀
礼
の
位
置
付
け
並
び
に
そ
の
役
割
、
近
世
の
宗
教
と
地
域
社
会
や

身
分
制
等
に
つ
い
て
、
改
め
て
整
理
・
論
及
さ
れ
て
い
る
（『
近
世
の
朝

廷
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
十
六
年
一
月
）。

　

本
書
は
、
こ
う
し
た
日
本
近
世
史
の
見
地
に
基
く
高
埜
氏
の
一
連
の
研

究
蓄
積
と
成
果
を
反
映
し
、
一
般
に
向
け
て
著
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。

紙
幅
の
関
係
も
あ
る
の
で
端
的
に
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
、
目
次
・
構

成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

現
代
と
古
代
の
神
社

　

①
─
江
戸
時
代
の
神
社

　

②
─
江
戸
幕
府
の
神
社
統
制

　

③
─
吉
田
家
と
白
川
家
の
神
社
支
配

　

④
─
明
治
か
ら
現
代
に
い
た
る
神
社

　

大
き
く
五
部
で
構
成
さ
れ
る
本
書
は
、
江
戸
時
代
以
前
の
神
社
を
概
観

し
た
導
入
部
に
続
き
、
ま
ず
①
に
於
い
て
は
近
世
の
宗
教
の
概
説
に
始
ま

高
埜
利
彦
著

『
江
戸
時
代
の
神
社
』

吉
永
博
彰

紹　介
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り
、
中
で
も
本
書
テ
ー
マ
と
な
る
近
世
の
神
社
・
神
道
お
よ
び
天
皇
・
宮

中
の
祭
祀
に
関
し
、
具
体
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
つ
つ
、
朝
廷
と
幕
府
と

の
関
係
な
ど
も
交
え
て
解
説
す
る
。

　

続
く
②
か
ら
③
に
か
け
て
は
、
本
書
の
中
核
と
も
い
う
べ
き
内
容
で
あ

り
、「
プ
レ
神
仏
分
離
」
や
朝
廷
で
の
祭
祀
儀
礼
・
神
事
の
ほ
か
、
江
戸

幕
府
に
よ
る
神
社
の
統
制
政
策
・
関
係
法
令
（
諸
社
禰
宣
神
主
法
度
）
に

説
明
を
加
え
た
上
で
、
位
階
の
執
奏
や
装
束
の
裁
許
を
通
じ
た
各
地
の
神

社
神
職
の
組
織
化
の
動
き
・
流
れ
と
、
組
織
化
を
め
ぐ
り
朝
廷
の
神
祇
官

人
の
間
で
起
こ
っ
た
伯
（
長
官
）・
白
川
家
と
大
副
（
次
官
）・
吉
田
家
と

の
争
論
お
よ
び
対
立
、
そ
れ
ら
の
地
方
へ
の
影
響
と
い
っ
た
観
点
か
ら
叙

述
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
最
後
の
④
で
は
、
近
世
の
神
社
・
神
道
が
明
治
維
新
に
よ
る
諸

制
度
の
改
定
と
神
仏
分
離
令
を
経
て
、近
代
以
降
に
ど
の
よ
う
に
変
容
し
、

現
在
に
至
っ
た
の
か
を
示
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
が
、
目
次
に
基
づ
く
本
書
の
構
成
内
容
の
紹
介
で
あ
る
。
即
ち
本

書
は
、
祭
祀
（
ま
つ
り
）
や
神
饌
（
お
供
え
）
と
い
っ
た
点
か
ら
で
は
な

く
、
神
職
や
御
師
等
の
祭
祀
へ
奉
仕
し
た
人
々
か
ら
、
江
戸
時
代
の
神
社

や
神
道
を
読
み
解
い
た
も
の
と
言
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
代
以
前
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
各
神
社
の
在
り

方
や
性
質
は
重
層
的
か
つ
多
様
で
あ
り
、
祭
祀
の
次
第
や
神
饌
の
品
目
、

組
織
の
構
造
等
、
共
通
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
地
域
や
神
社
ご
と
の
差
異

も
大
き
い
。
例
え
ば
本
書
で
「
プ
レ
神
仏
分
離
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

た
近
世
の
神
社
に
於
け
る
神
仏
関
係
に
つ
い
て
も
一
様
で
な
く
、
そ
も
そ

も
「
排
仏
」
と
「
隔
離
」
と
で
は
、
根
差
す
問
題
意
識
が
大
き
く
異
な
る
。

ま
た
神
社
ご
と
の
創
建
の
経
緯
や
祭
神
の
性
質
、
社
殿
・
施
設
群
の
配
置

や
神
社
内
組
織
の
身
分
秩
序
・
支
配
関
係
な
ど
、
各
社
の
実
状
・
実
態
は

比
較
と
検
討
を
要
す
る
点
が
多
く
、
実
は
「
江
戸
時
代
の
神
社
」
と
は
一

概
に
は
言
い
得
な
い
、
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
本
書
で
提
示
さ
れ
た
よ
う
な
、
天
皇
と
朝
廷
に
ま
で
及
ぶ
、

支
配
関
係
や
身
分
制
論
も
含
め
た
幕
藩
体
制
と
い
う
近
世
的
秩
序
・
枠
組

み
の
中
で
の
、
神
職
の
身
分
・
支
配
関
係
の
整
理
や
分
析
は
、
近
世
の
地

域
社
会
に
於
け
る
各
々
の
神
社
と
神
道
の
位
置
付
け
を
解
き
明
か
す
上
で

の
手
が
か
り
の
一
つ
と
な
り
、
日
本
近
世
史
の
み
な
ら
ず
、
近
世
神
社
史

研
究
の
更
な
る
進
展
に
期
待
で
き
る
部
分
も
大
き
い
。

　

そ
う
し
た
近
世
国
家
や
身
分
秩
序
な
ど
と
の
係
わ
り
に
拠
る
神
社
・
神

職
に
つ
い
て
の
研
究
の
動
向
や
蓄
積
、
成
果
を
容
易
に
理
解
・
把
握
し
得

る
点
が
、
本
書
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

（
日
本
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
86
、Ａ
５
変
判
、一
一
六
頁
、山
川
出
版
社
、二
〇
一
九

年
六
月
、
定
価
八
〇
〇
円
＋
税
）


